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新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

　

12
月
15
日
、
石
神
真
議
長
が
議
長
の
辞
職
願
を
提
出

し
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
実
施
し
た
選
挙

に
よ
り
、
議
長
に
山
崎
通
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委

員
会
な
ど
の
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■ 

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
市
議
会
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
の
職
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

山
県
市
発
展
の
た
め
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

市
政
の
大
き
な
課
題
に
は
、
人
口
減
少
が
避
け
て
は

通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
と
定
住
施
策
に
よ
っ
て
人
口
減
少
の
抑
制
を
図
り
、

輝
く
ま
ち
の
未
来
を
願
う
も
の
で
す
。

　

2
年
後
に
開
通
予
定
の
東
海
環
状
自
動
車
道
と
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
拠
点
と
し

て
、
新
し
い
山
県
の
ま
ち
づ
く
り
が
芽
を
吹
き
出
す
こ

と
を
想
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
心
温
ま
る
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議 会 構 成
職名 氏名

議　　　　　　長 山崎　通

副 　　議　　 長 加藤　裕章

議会選出監査委員 加藤　義信

委員会名 委員長 副委員長 委員

議会運営委員会 武藤　孝成 田中　辰典 福井　一德 操　知子 郷　明夫

総務産業建設委員会 郷　明夫 奥田　真也
武藤　孝成 山崎　通 福井　一德

加藤　裕章 寺町　祥江

厚生文教委員会 田中　辰典 操　知子
石神　真 𠮷田　茂広 山崎　通

加藤　義信 古川　雅一

議会改革及びＩＣＴ検討
特別委員会

加藤　義信 操　知子
武藤　孝成 石神　真 𠮷田　茂広

加藤　裕章

議員活動適正化特別委員会 郷　明夫 奥田　真也
福井　一德 古川　雅一 寺町　祥江

田中　辰典

議会報編集委員会 加藤　裕章 操　知子 郷　明夫 奥田　真也 田中　辰典

岐北衛生施設利用組合議員
（山県市選出）

𠮷田　茂広 山崎　通 加藤　裕章 田中　辰典 操　知子

市議会の信頼回復に取り組みます
お　詫　び

　12 月 7 日に前市議会議長に対する辞職勧告決議が賛成多数により可決され、12 月 15 日に石神真議
長が辞任いたしました。発議第 3 号 石神真議会議長に対する辞職勧告決議の内容につきましては、市
民の皆様には多大なるご迷惑をおかけしましたこと、市議会への信頼を失ったことについて、心から
深くお詫び申し上げます。今後につきましては、議員一人一人が姿勢を正して、信頼回復に努めてま
いりますので、市民の皆様にはご理解賜りますようお願い申し上げます。

� 山県市議会議長　山崎　通

議長　山崎　通
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第 3 回臨時会
11月 7 日

予算案件� 1 件
その他案件� 2 件

第 4 回定例会
11月30日～12月19日

（20日間）

条例案件� 14件
予算案件� 11件
その他案件� 3 件
議員提出案件� 1 件

令和 4 年　第 3 回臨時会
● 予算案件
議第82号 令和 4年度山県市一般会計補正予算（第 5号） 可決（全会一致）

● その他案件
議第83号 財産の取得について 可決（全会一致）
議第84号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 可決（全会一致）

令和 4 年　第 4 回定例会
● 条例案件

議第85号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第86号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について 可決（全会一致）

議第87号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）
議第93号 山県市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）
議第94号 山県市個人情報保護法施行条例について 可決（賛成多数）
議第95号 山県市個人情報保護審査会条例について 可決（賛成多数）

議第96号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例について 可決（全会一致）

議第97号 山県市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）
議第98号 山県市職員の高齢者部分休業に関する条例について 可決（全会一致）
議第99号 山県市税条例等の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第100号 山県市美山山村開発センターの設置及び管理に関する条例を廃止
する条例について 可決（全会一致）

議第101号 山県市公共下水道区域外流入分担金徴収条例について 可決（全会一致）

議第102号 山県市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 可決（全会一致）

発議第 4号 山県市議会の個人情報の保護に関する条例について 可決（賛成多数）

● 予算案件
議第88号 令和 4年度山県市一般会計補正予算（第 6号） 可決（全会一致）
議第89号 令和 4年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第 2号） 可決（全会一致）
議第90号 令和 4年度山県市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号） 可決（全会一致）
議第91号 令和 4年度山県市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号） 可決（全会一致）
議第92号 令和 4年度山県市水道事業会計補正予算（第 3号） 可決（全会一致）
議第103号 令和 4年度山県市一般会計補正予算（第 7号） 可決（全会一致）

議案の審議結果
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議第104号 令和 4年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第 3号） 可決（全会一致）
議第105号 令和 4年度山県市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 2号） 可決（全会一致）
議第106号 令和 4年度山県市公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号） 可決（全会一致）
議第107号 令和 4年度山県市水道事業会計補正予算（第 4号） 可決（全会一致）
議第110号 令和 4年度山県市一般会計補正予算（第 8号） 可決（全会一致）

● その他案件
議第108号 市有財産の無償譲渡及び無償貸付の変更について 可決（全会一致）
議第109号 指定管理者の指定について 可決（全会一致）
議第111号 工事請負契約の締結について 可決（全会一致）

● 議員提出議案
発議第 3号 石神真議会議長に対する辞職勧告決議 可決（賛成多数）

● 賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

田
中
辰
典

奥
田
真
也

寺
町
祥
江

加
藤
裕
章

古
川
雅
一

加
藤
義
信

郷
　
明
夫

操
　
知
子

福
井
一
德

山
崎
　
通

𠮷
田
茂
広

石
神
　
真

武
藤
孝
成

発議第 3号 可決 ○ ○ 不 － ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 除 ○
議第94号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ ○
議第95号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ ○
発議第 4号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ ○
※ ○は賛成、●は反対、不は不在、除は除斥。なお、議長、議長代理は採決には加わらない。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
主
な
討
論

発
議
第
3
号
　
石
神
真
議
会
議
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

議第
94号

山
県
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
に
つ
い
て

議第
95号

山
県
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
に
つ
い
て

反
対
討
論

　

こ
の
2
つ
の
条
例
は
、
国
の
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
伴
い
、
国
が
全
国
的
な
統
一

ル
ー
ル
を
つ
く
る
た
め
に
、
自
治
体
ご
と
の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
非
識
別
加
工
情
報
」
制
度
で
は
、
情
報
提
供
の
本
人
同
意
が
必
要
な
い
こ
と
や
提
供
さ
れ
た
情
報

を
本
人
に
も
通
知
し
て
い
な
い
と
い
う
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
本
人
自
ら
の
個
人
情
報
の
利

用
の
停
止
や
削
除
に
つ
い
て
請
求
で
き
る
規
定
が
な
い
と
い
う
重
大
な
人
権
侵
害
に
及
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
個
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
条
例
制
定
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
従
来
の
「
個
人
情
報
保
護
」
の
取
得
・
利
用
・
提
供
・
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
等
に
つ
い
て
、
審
議

会
等
へ
の
諮
問
の
要
件
を
定
め
る
条
例
は
許
容
し
な
い
と
し
て
、
審
議
会
と
審
査
会
を
統
合
し
、
審
査
の

み
に
徹
す
る
「
審
査
会
」
に
置
き
換
え
る
条
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
2
つ
の
議
案
に
反
対
す
る
。

発議
第4号

山
県
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

反
対
討
論

　

第
2
条
第
7
項
の
「
仮
名
加
工
情
報
」
は
、
他
の
情
報
と
照
合
す
る
と
個
人
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
の
内
容
で
は
不
十
分
な
の
で
反
対
す
る
。

　
令
和
4
年
12
月
7
日
第
4
回
定
例
会
に
お
い
て
、
石
神
真
議
会
議
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
を
賛

成
多
数
で
可
決
。

【
決
議
内
容
】

　

石
神
真
議
員
は
、
去
る
11
月
16
日
か
ら
行
わ
れ
た
行
政
視
察
に
お
い
て
、
視
察
先
へ
向
か
う
新
幹
線

内
に
お
い
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
お
り
、
倉
敷
市
内
に
お
い
て
も
飲
酒
を
続
け
、
市
議
会
議
員
・
議

長
と
し
て
、
極
め
て
悪
質
で
あ
る
。

　

市
民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
市
議
会
の
名
誉
と
品
位
を
著
し
く
傷
つ
け

た
こ
と
は
議
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
議
会
基
本
条
例
第
6
条
に
反
し
、
市
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
石
神
真
議
長
に
対
し
て
自
ら
の
責
め
を
お
っ
て
、
社
会
的
道
義
的
責
任
を
感

じ
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
直
ち
に
そ
の
職
を
辞
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
勧
告
す
る
。
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条
例
案
件

【
議
第
94
号
】�

山
県
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

に
つ
い
て
　
　
　
　

Q
第
3
条
第
3
項
の
「
緊
急

か
つ
や
む
を
得
な
い
と
き
」

の
具
体
的
な
内
容
は
。
ま
た

「
変
更
し
た
日
以
後
」
と
は
い

つ
の
こ
と
か
。

A
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い

と
き
と
は
、
人
命
に
係
る
こ

と
や
財
産
、
生
活
を
保
護
す

る
場
合
な
ど
突
発
的
な
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

　

以
後
に
つ
い
て
は
何
カ

月
、
1
年
、
2
年
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
速
や
か
に
と
考

え
る
。

Q
附
則
第
2
条
に
「
山
県
市

個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止

す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
条

例
を
廃
止
し
、
新
た
に
本
条

例
を
作
る
背
景
は
。

A
各
自
治
体
ご
と
に
取
り
扱

い
が
ば
ら
つ
い
た
も
の
を
、

今
回
こ
の
法
律
の
整
備
に

よ
っ
て
全
国
的
な
統
一
ル
ー

ル
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

Q
附
則
第
3
条
第
9
項
の

「
加
工
し
た
も
の
」
の
具
体
的

な
内
容
は
。

A
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
電

算
処
理
し
た
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
の
内
容
を
加
工
し
た
も
の

を
い
う
。

【
議
第
95
号
】�

山
県
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

に
つ
い
て
　
　
　

Q
現
在
、
本
人
が
登
録
さ
れ

て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
新
た
に
本
条
例
を
作
る

こ
と
に
よ
り
以
前
か
ら
登
録

さ
れ
て
い
る
情
報
な
ど
に
不

備
は
で
な
い
か
。

A
今
回
の
法
律
で
今
ま
で
条

例
で
定
め
て
い
た
部
分
の
ほ

と
ん
ど
が
内
包
さ
れ
て
い
る

た
め
、
特
に
取
り
扱
い
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。

【
議
第
97
号
】�

山
県
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Q
定
年
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
給
料
・
手
当

の
取
り
扱
い
は
。

A
60
歳
で
役
職
定
年
と
な

り
、
給
料
は
約
3
割
カ
ッ
ト

の
7
割
程
度
に
な
る
取
り
扱

い
で
あ
る
。

予
算
案
件

【
議
第

103
号
】�

令
和
4
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）　

Q
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
備
品
購
入
費
に

関
し
て
、
追
加
購
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

台
数
は
。

A
30
台
を
購
入
す
る
も
の
。

【
議
第

110
号
】�
令
和
4
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
8
号
）　

Q
中
小
規
模
事
業
者
等
応
援

地
域
消
費
活
性
化
事
業
業
務

委
託
に
関
し
て
、
直
近
で
の

使
用
金
額
は
、
ま
た
利
用
可

能
店
舗
数
の
総
数
は
。

A
使
用
金
額
は
12
月
4
日
時

点
で
5
7
3
8
万
円
ほ
ど
、

店
舗
数
は
12
月
1
日
付
け
で

2
2
0
軒
、
12
月
15
日
付
け

で
2
2
5
軒
で
あ
る
。

Q
今
後
、
こ
の
事
業
効
果
の

分
析
を
ど
う
行
い
、
ま
た
活

用
し
て
い
く
の
か
。

A
飲
食
・
小
売
り
な
ど
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
分
け
に
し
た
業
種

に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
利

用
さ
れ
た
か
情
報
を
収
集
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
案
件

【
議
第

111
号
】
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

Q
契
約
に
お
い
て
、
分
離
発

注
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

A
場
所
的
に
狭
く
、
美
山
支

所
と
美
山
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
を
同
時
解
体
と
す
る
方

法
が
最
適
と
判
断
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
94
号
及
び
議

第
95
号
は
賛
成
多
数
で
、
議
第
93
号
、
議
第
96
号

か
ら
議
第
98
号
、議
第
1
0
0
号
、議
第
1
0
3
号
、

議
第
1
0
9
号
か
ら
議
第
1
1
1
号
は
全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

予
算
案
件

【
議
第

110
号
】�

令
和
4
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
8
号
）

Q
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ

ト
事
業
の
見
込
み
は
。

A
事
務
費
が
5
万
5
千
円
。

給
付
費
と
し
て
、
妊
娠
届
出

時
に
5
万
円
を
支
給
す
る
人

が
70
世
帯
。
妊
娠
・
出
産
合

わ
せ
て
10
万
円
給
付
す
る
人

は
、
1
0
6
世
帯
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
99
号
、
議
第

1
0
1
号
か
ら
議
第
1
0
8
号
及
び
議
第
1
1
0

号
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審

査
し
ま
し
た
。主
な
質
議
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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所管事務調査報告
総務産業建設委員会（12月 9 日）� （文責　郷　明夫）

◆ 美山支所再整備事業の進捗
ちょく

状況について
　美山支所及び美山山村開発センターは耐震強度を満たし
ていないなど老朽化が激しく、支所は解体し改築工事を実
施することになった。また、美山山村開発センターは岐阜
中央森林組合及び美山漁業組合が入居しているが、この施
設も解体することになる。　
　仮美山支所は、NPO法人どんぐり会が使用していたみや
まジョイフル倶楽部内の事務室に入居することになる。ま
た、岐阜中央森林組合については、みやまジョイフル倶楽
部の東側の集会室を改修し、事務室、会議室等を整備する。
現場は床や柱等のコンクリート打設を終え、空調等の内装
設備の整備が行われていた。
　事業経緯、事業計画については、令和 3年度繰越事業と
して美山支所の実施設計等を行い、令和 4年度はみやまジョ
イフル倶楽部の集会室、仮支所の改修工事等が行われる。
令和 4年度繰越事業として、美山支所及び美山山村開発セ
ンターの解体工事等を行い、令和 5年度以降に美山支所敷
地造成工事や支所建築工事及びバス停の公衆用トイレ浄化
槽工事等の整備が行われることになっている。

　伊自良コミュニティセンターでは、伊自良中央公民館、
伊自良支所、伊自良老人福祉センターを集約した施設であ
り、バリアフリーの整備が行われ、木質材料も多用した建
物となっている。会議室、研修室も充実しており、幼児か
ら高齢者まで楽しめる施設となっている。

厚生文教委員会（12月12日）� （文責　田中辰典）

◆ 伊自良コミュニティセンター
　令和 4年 8月にオープンした「伊自良コ
ミュニティセンター」とあわせて整備を進
めていた芝生広場（ふれあいの園）では、
子どもが遊べるよう中央の丘に、土管が設
置されていた。
　施設内には、子どもと一緒に利用できる
ように、ゆうぎスペース、ベビールームが
備えられ、また高齢者が健康器具を使うこ
とができる健康運動指導室もあった。地域の皆様のより良い交流の場になるよう期待したい。

◆ 子ども食堂にこぺこぐう
　山県市岩佐地区にみんなの笑顔がふえる場所、古民家を利用し
た子ども食堂「にこぺこぐう」が令和 4年10月にオープンした。
市の子ども宅食運営支援事業補助金を利用して月 2回、第 1・第
3水曜日16時～20時に開かれている。子どもは無料・大人500円
で要予約である。登録は、現地にて必要事項を記入、または、公
式LINE「にこぺこぐう」から登録用紙をダウンロードできる。
　台所の奥には大きなかまどがあり、炊かれたご飯は大変美味し
いと評判である。

▲みやまジョイフル倶楽部

▲伊自良コミュニティセンター

▲芝生広場

▲子ども食堂「にこぺこぐう」

▲施設内
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山
県
市
立
小
学
校
及
び

中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
の
調
査
・
審
議
の
内
容

は
。
各
地
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
。
ま
た
、
今
後
の

方
針
は
。

　

 

本
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
6
回
の
協
議
を
重
ね
、

複
式
学
級
の
解
消
を
意
図
し

た
学
校
統
合
や
小
中
一
貫
教

育
と
し
て
の
義
務
教
育
学
校

等
を
実
施
し
た
場
合
の
学
校

規
模
等
に
つ
い
て
、
高
富
、

伊
自
良
、
美
山
地
域
ご
と
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
主

に
学
級
数
や
教
員
数
の
増
減

に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
統
合
に
よ
っ
て

1
学
級
の
児
童
数
は
増
加
す

る
が
、
学
級
数
は
増
え
な
い

こ
と
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
教

員
数
は
減
少
す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
教
員
数
を
維

持
で
き
る
本
市
独
自
の
学
校

間
連
携
や
小
中
一
貫
校
の
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
論
点
整
理
を
総
括
し
た

答
申
が
12
月
中
に
提
出
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
、
推

進
計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
。

　
　

 

令
和
5
年
度
予
算
編
成

方
針
の
重
点
項
目
に
つ
い

て
、
市
長
の
今
期
の
政
策
評

価
を
踏
ま
え
た
内
容
は
。
過

去
に
質
問
し
て
き
た
未
満
児

の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
見
解
は
。

　

 

今
期
の
関
連
事
業
の
評
価

と
し
て
、
保
育
園
の
民
営
化
、

学
校
給
食
費
無
償
化
な
ど
、

個
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

資
す
る
事
業
の
展
開
。
山
県

Ｉ
Ｃ
開
通
を
契
機
と
し
て
、

市
内
企
業
の
拡
張
・
移
転
・

販
路
拡
大
及
び
、
企
業
誘
致

の
推
進
。
交
通
結
節
点
と
し

て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
オ
ー

プ
ン
。
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
向
け
た
足
場
づ
く
り
。
コ

ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
保
育

園
、
小
中
学
校
の
重
点
的
な

整
備
と
、
中
小
事
業
者
へ
の

支
援
等
に
努
め
て
き
た
。
合

併
20
周
年
を
迎
え
る
令
和
5

年
度
は
5
つ
の
重
点
事
項
を

設
け
、
未
来
に
向
け
持
続
可

能
な
力
強
い
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
捉
え
、
将
来
に
わ
た
っ

て
住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
予
算
編
成

と
し
て
い
る
。

　

未
満
児
の
保
育
料
は
、
基

本
的
に
無
償
化
を
目
指
し
、

経
済
事
情
に
左
右
さ
れ
に
く

い
子
育
て
世
帯
の
保
育
の
選

択
肢
を
増
や
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

-

1

-

2

　

 

市
に
お
い
て
は
、
2
年
半

余
り
前
に
東
海
環
状
自
動
車

道
が
開
通
し
た
。
2
年
半
後

に
は
西
回
り
ル
ー
ト
も
開
通

と
な
る
。
こ
こ
数
年
は
市
の

未
来
を
運
命
付
け
る
と
も
言

え
る
重
要
な
時
期
に
あ
る
と

考
え
る
。
次
期
の
市
政
の
考

え
は
。

　

 

私
が
市
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
当
時
は
、
本
市

は
県
内
で
唯
一
の
起
債
許
可

団
体
で
あ
る
と
い
う
報
道
な

ど
が
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
が
本
市
の
財
政

状
況
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。

　

そ
の
た
め
、
内
部
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
構
改
革
を
行
う

な
ど
し
て
、
早
々
に
起
債
許

可
団
体
か
ら
脱
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
に
は
議
会
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
、
ま
た
、

職
員
の
深
い
理
解
と
協
力
が

あ
っ
て
の
た
ま
も
の
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。

　

議
員
ご
発
言
の
と
お
り
、

東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り

ル
ー
ト
の
開
通
ま
で
2
年
と

迫
る
中
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
据
え
る
必
要
も
あ

り
、
本
市
に
と
っ
て
た
い
へ

ん
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度

末
に
は
、
本
市
発
足
後
、
丸

20
年
が
経
ち
、
来
年
度
は
、

こ
れ
を
機
に
市
民
の
皆
様
方

と
共
に
本
市
の
魅
力
を
再
認

識
し
、
市
外
に
向
け
て
発
信

し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
る
。

　

4
期
目
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
次
の
4
年
間
も
、
再

度
市
長
と
し
て
先
頭
に
立
た

せ
て
い
た
だ
き
、
本
市
発
展

の
た
め
全
力
を
傾
注
す
る
決

意
で
あ
る
。

　

3
期
目
の
任
期
も
あ
と
4

カ
月
余
り
と
な
っ
た
が
、
こ

の
間
に
お
い
て
も
、
現
下
の

課
題
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

な
が
ら
、
今
な
す
べ
き
施
策

に
つ
い
て
は
、
時
期
を
失
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
適

時
か
つ
適
切
に
、
ま
た
力
強

く
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を
問
う

武藤 孝成 議員

Q

A

今後の市政への考えは
山県市発展のため全力を 

傾注する決意

一
般
質
問

令
和
4
年

第
4
回
定
例
会

寺町 祥江 議員

Q-1

Q-2

A

A

小中学校のあり方の方針は

令和 5 年度予算の方針は

教育課程を工夫した独自の 
教育システムを検討する

持続可能な力強い地域社会を目指す
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働
く
女
性
の
子
育
て
を
応

援
し
、
ま
た
、
子
育
て
に
つ

い
て
の
悩
み
を
支
え
る
た
め

の
伴
走
型
の
支
援
と
し
て
、

妊
娠
時
か
ら
社
会
に
巣
立
つ

ま
で
の
一
連
の
相
談
体
制
と

し
て
、
分
散
型
の
相
談
拠
点

で
は
な
く
、
成
長
に
応
じ
1

カ
所
で
情
報
を
共
有
で
き
相

談
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型

の
子
育
て
一
括
総
合
拠
点
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

 

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て

に
関
す
る
不
安
や
子
ど
も
の

発
育
・
発
達
相
談
等
、
子
ど

も
の
成
長
に
応
じ
た
不
安
や

悩
み
等
の
相
談
、
更
に
は
子

ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題

に
対
し
相
談
で
き
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
一
括
総
合
拠
点
と

し
て
、
市
長
部
局
と
教
育
委

員
会
部
局
が
連
携
し
て
、
保

健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

へ
の
設
置
に
向
け
て
改
修
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
「
子
育
て
の
こ
と
で
迷
っ

た
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
れ
ば
い
い
」
と
い

う
安
心
感
を
保
護
者
に
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
連
携
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
。

加藤 義信 議員

福井 一德 議員
　
　

 

制
度
開
始
3
年
目
と
な

り
公
募
に
よ
る
雇
い
止
め
が

全
国
的
に
危
惧
さ
れ
る
中
、

継
続
雇
用
を
前
提
に
雇
い
止

め
は
し
な
い
方
針
を
取
る
べ

き
と
考
え
る
が
運
用
は
ど
う

か
。
ま
た
、
勤
続
加
算
は
ど

う
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。

　
 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
が
発
行
し

た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
雇
用
を
行
っ
て
い

る
。
採
用
は
公
募
を
原
則
と

し
、
再
度
の
任
用
に
つ
い
て

は
、
2
回
ま
で
勤
務
実
績
に

基
づ
く
能
力
の
実
証
に
よ
り

公
募
に
よ
ら
ず
任
用
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
て
お
り
、
以

降
の
任
用
に
つ
い
て
も
同
様

と
し
て
い
る
。
継
続
加
算
は
、

一
般
職
の
職
員
の
給
料
表
に

よ
り
、
昇
給
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 

武
士
ヶ
洞
の
企
業
誘
致

が
最
終
段
階
の
今
、
境
界
確

定
に
関
わ
っ
て
有
印
私
文
書

偽
造
の
告
発
、
市
の
公
印
確

認
書
に
よ
る
代
替
え
道
路
の

設
置
が
未
解
決
状
態
に
あ
る

が
、
ど
う
す
る
の
か
。

　

 

仮
に
承
諾
も
な
く
勝
手
に

代
筆
等
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば

と
て
も
遺
憾
。
関
係
事
務
所

か
ら
当
事
者
に
誠
意
あ
る
対

応
を
申
し
入
れ
し
た
。

　

確
認
書
を
渡
し
た
隣
接
地

の
方
へ
、
開
発
協
議
で
代
替

道
路
の
設
置
は
必
要
な
い
と

判
断
さ
れ
代
わ
り
に
水
路
敷

の
幅
を
確
保
す
る
よ
う
変
更

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
十
分

説
明
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

は
申
し
訳
な
い
。
今
後
、
誠

意
を
持
っ
て
説
明
を
し
て
い

く
。

　
　

 

公
営
企
業
会
計
（
水
道

事
業
）
と
の
取
引
に
お
い
て

市
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登

録
の
な
い
業
者
は
入
札
か
ら

排
除
す
る
の
か
、
排
除
し
な

い
場
合
自
治
体
が
そ
の
分
の

消
費
税
を
負
担
す
る
の
か
。

　

 
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録

の
な
い
事
業
者
を
、
そ
れ
を

理
由
に
入
札
等
か
ら
排
除
す

る
こ
と
は
適
正
で
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
会

計
で
は
、
消
費
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
免
税
事
業
者
と
の

取
引
に
よ
る
消
費
税
の
負
担

は
生
じ
な
い
が
、
特
別
会
計

で
は
、
実
質
的
負
担
が
生
じ

る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、

該
当
す
る
取
引
等
が
少
額
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

-

1

-

2

-

3

Q-1

Q-2

Q-3

A

A

A

会計年度任用職員制度の今後の運用は

武士ヶ洞の開発に伴う問題について

地方自治体におけるインボイス制度の運用は

総務省マニュアルを参考にした運用とする

地域の方 の々理解を経て進めていく

地方自治法等を遵守した取引を行う

Q

A

安心して妊娠・出産・子育てができる
環境整備は

子育てに関する相談は、 
保健福祉ふれあいセンターに集約
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奥田 真也 議員
　
　

 

市
内
の
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
よ
る
議
場
見
学
や
、

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

 

園
児
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
施
設
見
学
の
一
環
と
し
て

議
場
の
見
学
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
よ
り
社
会
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
に
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
議
会
へ

の
関
心
や
理
解
す
る
年
齢
と

し
て
は
、
幼
い
と
考
え
る
。

　

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、

議
場
見
学
が
目
的
で
あ
っ
た

り
、
議
場
が
市
民
の
意
思
決

定
の
場
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
も
っ
た
り
す
る
た
め
に
は

有
効
だ
と
考
え
る
が
、
直
接

的
に
政
治
へ
の
関
心
を
高
め

る
に
は
、
見
学
方
法
の
見
直

し
や
小
中
学
生
が
市
行
政
の

施
策
を
討
論
す
る
場
を
設
け

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
　

 

自
主
運
行
バ
ス
が
運
行

を
開
始
し
て
1
年
半
が
経

過
。
半
年
経
過
時
で
も
確
認

し
た
が
、
乗
車
の
状
況
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　

 

昨
年
よ
り
乗
降
者
が
増
加

し
た
路
線
は
、
美
山
地
域
デ

マ
ン
ド
型
交
通
葛
原
線
・
乾

線
、
神
崎
山
県
Ｂ
Ｔ
線
、
市

街
地
巡
回
線
西
ル
ー
ト
、

ハ
ー
バ
ス
岐
大
病
院
線
、

ハ
ー
バ
ス
伊
自
良
・
大
桑
線

で
あ
り
、
乗
降
者
が
減
少
し

た
路
線
は
、
山
県
モ
レ
ラ
線
、

高
速
バ
ス
名
古
屋
関
美
濃

線
、
市
街
地
巡
回
線
東
ル
ー

ト
で
あ
っ
た
。

　
　

 

カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
・

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
こ
と
も

あ
り
、
公
用
車
の
買
い
換
え

の
際
に
Ｅ
Ｖ
車
を
購
入
、
庁

舎
駐
車
場
に
Ｅ
Ｖ
充
電
器
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

 

本
市
が
宣
言
し
た
カ
ー
ボ

ン
・
マ
イ
ナ
ス
・
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
で
強

き
ょ
う

靱じ
ん

な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
行
動
計
画
の

検
討
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の

中
で
、
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
公
用
車
に
つ
い
て
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な

く
、
災
害
時
に
は
外
部
給
電

装
置
を
介
し
て
電
源
供
給
車

と
な
り
得
る
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入

を
進
め
て
い
く
。

-

1

-

2

-

3

　
　

 

都
市
計
画
の
準
工
業
地

域
に
指
定
さ
れ
、
農
振
地
域

外
の
高
富
東
部
は
住
宅
・
工

場
の
築
造
が
進
み
、
生
活
排

水
が
農
業
用
排
水
路
に
流
入

す
る
恐
れ
が
高
い
。
農
地
転

用
時
の
指
導
に
よ
り
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
、
農
業
用
排

水
路
の
付
替
え
、
水
路
敷
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
等
を
推

進
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
農

業
用
排
水
路
の
整
備
や
維
持

補
修
に
市
単
独
費
の
投
入
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

　

 

農
地
転
用
時
に
お
け
る
排

水
放
流
先
の
確
認
を
注
視
す

る
と
共
に
、
生
活
排
水
は
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た

だ
く
よ
う
所
管
課
と
連
携
し

て
排
水
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
更
新
工
事
に

お
い
て
も
地
元
要
望
を
踏
ま

え
、
地
域
の
皆
様
が
日
常
的

な
維
持
管
理
が
で
き
る
よ
う

な
構
造
で
実
施
し
て
い
く
と

共
に
、
市
単
独
事
業
に
お
い

て
も
現
場
状
況
を
確
認
し
た

上
で
必
要
に
応
じ
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

 

か
つ
て
高
富
本
町
通
り

の
空
家
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
現
在
で
は
空

家
は
撤
去
さ
れ
3
軒
の
住
居

が
新
築
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
く
撤
去
勧
告
や
撤
去
代
執

行
が
で
き
る
市
内
の
4
件
の

特
定
空
家
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
は
。

ま
た
、
11
月
に
新
た
に
高
富

本
町
通
り
の
1
軒
が
特
定
空

家
に
認
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

北
側
に
は
、
も
う
1
軒
の
特

定
空
家
に
認
定
す
べ
き
案
件

が
あ
る
。
通
学
路
に
面
し
倒

壊
寸
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
早

急
な
対
応
を
。

　

 

特
定
空
家
等
4
件
に
つ
い

て
は
、
建
物
所
有
者
ま
た
は

相
続
人
な
ど
に
対
し
て
措
置

指
導
書
を
通
知
し
、
改
善
措

置
報
告
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
も
う
1
軒
の
空

家
に
つ
い
て
は
地
元
か
ら
の

話
を
も
と
に
継
続
調
査
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
特
定
空
家
等
へ
の
指
定

に
お
い
て
は
総
合
的
判
断
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
各

課
と
連
携
し
て
調
査
・
検
討

し
て
い
く
。

-

1

-

2

郷　明夫 議員

Q-1

Q-2

A

A

高富東部の農業用排水路等の管理は

空家等の対策推進は

所管連携における排水対策と維持補修の実施

市空家等対策計画に基づき取り組んでいく

Q-1

Q-2

Q-3

A

A

A

議場見学や子ども議会の考えは

バスの利活用の状況は　

公用車のＥＶ化の考えは　

直接的に政治への関心を高めるための工夫が必要である

路線により増減はあるが概ね増加している

脱炭素社会に向けてＥＶ車の導入を進める
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自
主
運
行
バ
ス
の
支
払

い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

で
き
な
い
か
。

　

 

自
主
運
行
バ
ス
は
、
現
金

ま
た
は
回
数
券
を
事
前
に
購

入
し
て
支
払
う
方
法
で
あ

り
、
岐
阜
バ
ス
が
運
行
す
る

ハ
ー
バ
ス
伊
自
良
・
大
桑
線
、

ハ
ー
バ
ス
岐
大
病
院
線
、
岐

北
線
、
岐
阜
板
取
線
に
つ
い

て
は
、
現
金
ま
た
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
ア
ユ
カ
」
の
支
払

い
が
可
能
と
な
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
自
主
運

行
バ
ス
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
要
望
等
は

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
地

域
の
実
情
等
を
鑑
み
て
需
要

が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

 

私
の
地
元
葛
原
に
お
い

て
は
、
桜
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
、
国
道
4
1
8
号
沿
い
を

根
尾
の
薄
墨
桜
ま
で
走
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
大
勢

の
方
を
よ
く
目
に
す
る
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
周
遊
ル
ー
ト

を
作
れ
な
い
か
。

　

 

令
和
4
年
3
月
に
岐
阜
国

道
事
務
所
と
岐
阜
県
、
岐
阜

市
、
関
市
、
美
濃
市
及
び
本

市
が
作
成
し
た
「
岐
阜
美
濃

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
に

周
辺
市
町
を
周
遊
す
る
4
種

類
ほ
ど
の
自
転
車
コ
ー
ス
が

明
記
さ
れ
、
県
内
各
地
の
公

共
施
設
等
で
配
布
さ
れ
て
い

る
。
新
た
に
作
成
す
る
計
画

は
な
い
が
、
今
後
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
の
事

業
を
計
画
し
て
い
く
際
に

は
、
市
独
自
の
新
た
な
周
遊

ル
ー
ト
や
周
辺
市
町
を
通
る

ル
ー
ト
も
構
想
に
含
め
て
周

辺
自
治
体
の
状
況
な
ど
情
報

収
集
に
努
め
た
い
。

-

1

-

2

田中 辰典 議員

　

 

令
和
5
年
4
月
1
日
に
こ

ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ
れ
、

こ
ど
も
基
本
法
が
施
行
さ
れ

る
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
自
殺
、

虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
状
況
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
現
在
の
制
度
で
は
救
わ

れ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
中
で
、
全
て
の
子
ど
も
の

生
存
と
安
全
、
教
育
を
受
け

る
権
利
な
ど
の
保
障
、
多
様

な
学
び
の
在
り
方
を
含
め
た

教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保

が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
に

関
し
て
問
題
が
発
生
し
た
際

に
大
人
の
視
点
が
優
先
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

権
利
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が

必
要
だ
が
、
子
ど
も
の
意
見

を
ど
う
政
策
に
反
映
す
る
の

か
。
ま
た
子
ど
も
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
の
設
置
は
。

　

 

学
童
行
事
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
等
で
、
行
事
の
内
容

や
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
し

て
、
子
ど
も
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
教
育
と
し

て
は
市
内
全
学
校
で
取
り
組

む
「
い
じ
め
を
考
え
る
日
」

な
ど
の
活
動
に
、「
こ
ど
も
の

意
見
の
反
映
」
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
活
動
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。
子
ど

も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
他

市
町
村
の
設
置
状
況
や
先
進

的
な
自
治
体
の
状
況
を
調
査

し
な
が
ら
、
本
市
の
実
態
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　

 

性
被
害
は
見
知
ら
ぬ
加
害

者
ば
か
り
で
は
な
く
、
顔
見

知
り
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、

被
害
者
は
障
が
い
者
や
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
被
害
が
継

続
す
る
場
合
も
あ
る
。
全
て

の
子
ど
も
の
命
を
守
り
、
生

存
と
安
全
を
保
障
す
る
た
め

の
社
会
全
体
に
お
け
る
体
制

づ
く
り
は
。
ま
た
包
括
的
性

教
育
の
推
進
は
。

　

 
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の

包
括
的
な
性
教
育
は
、
学
習

指
導
要
領
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
総
合
的
に
行
う
べ
き
も

の
と
捉
え
る
。
ま
た
、
性
に

関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、

集
団
で
一
律
に
指
導
す
る
内

容
と
個
々
に
指
導
す
る
内
容

の
区
別
を
明
確
に
し
、
保
護

者
の
理
解
の
上
で
実
施
す
べ

き
も
の
と
い
う
立
場
で
、
今

後
も
進
め
て
い
く
。

操　知子 議員

Q

A

こども政策について

生命の安全教育を推進する
こどもの権利を関係機関で見守っていく

Q-1

Q-2

A

A

公共交通について

自転車を生かした地域活性化の方法は

公共交通会議で各種計画や運営方法を協議

新たなサイクリングマップの情報収集を行う
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災
害
対
応
及
び
防
災
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
岡
山
県
倉
敷
市
）

　

倉
敷
市
は
平
成
30
年
7
月
豪

雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
。
被
害
は
堤
防
の
決
壊

に
よ
り
1
2
0
0
ha
が
浸
水
し
、

深
さ
は
約
5
ｍ
に
及
ん
で
い

る
。
亡
く
な
っ
た
方
は
52
人（
災

害
関
連
死
を
除
く
）。
全
壊
を

は
じ
め
と
す
る
住
家
被
害
は

5
9
7
7
棟
に
上
っ
て
い
る
。

　

一
番
被
害
の
多
い
と
こ
ろ

は
、
情
報
が
途
絶
し
て
い
る
た

め
被
害
を
認
識
で
き
た
の
は
一

夜
明
け
、
そ
れ
も
テ
レ
ビ
で
知

る
こ
と
と
な
っ
た
と
の
事
で
、

大
量
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
に

職
員
が
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
、
本
部
が
混
乱
し
機
能
不
全

に
陥
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
議
員
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
お
い
て
発
信
力
が
あ
る
た

め
、
例
え
ば
、
支
援
物
資
に
お

い
て
、
不
足
し
て
い
る
と
し
て

議
員
が
発
信
す
る
と
、
そ
れ
だ

け
が
大
量
に
届
き
、
対
応
が
で

き
な
い
な
ど
の
事
例
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
行
政
と
議
員
と
の

密
な
る
連
携
が
間
違
い
な
く
必

要
と
な
る
と
考
え
る
。

　

議
会
と
市
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
災
害
初
期
に
お
い
て
、

市
は
被
災
情
報
の
収
集
や
応
急

対
応
業
務
な
ど
に
奔
走
し
て
お

り
、
混
乱
状
態
に
あ
る
。
市
が

初
動
体
制
や
応
急
対
応
に
専
念

で
き
る
よ
う
議
員
は
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
議
会
は
議
事
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
正

確
な
情
報
を
収
集
し
、
内
容
を

精
査
、
分
析
・
評
価
を
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
た

め
、
議
会
と
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
踏
ま
え
、
災

害
情
報
の
共
有
を
主
体
と
す
る

連
携
・
協
力
体
制
を
整
え
、
災

害
対
応
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

ま
た
、「
阿
津
防
災
備
蓄
倉

庫
」
も
視
察
し
た
。
備
蓄
量
が

約
5
0
0
㎥
で
こ
れ
は
、
概
ね

10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
20
台
分
の
備
蓄

が
可
能
と
な
る
。
倉
庫
の
広
さ

も
十
分
確
保
さ
れ
て
お
り
、
10

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
搬
入
・
搬
出
が

可
能
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
と
の
運
用
も
可
能
。
停
電
に

備
え
非
常
用
発
電
機
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
大
災
害
に
備
え
備

蓄
体
制
の
強
化
と
充
実
が
図
ら

れ
て
い
た
。

�

文
責
・
奥
田
真
也

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
に

つ
い
て

（
広
島
県
福
山
市
）

　

広
島
県
福
山
市
常
石
と
も
に

学
園
に
お
い
て
文
科
省
認
定
の

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
視
察
し

た
。
基
本
理
念
と
し
て
21
世
紀

型
ス
キ
ル
＆
倫
理
観
を
、
日
々

の
授
業
を
中
心
と
し
た
教
育
活

動
の
中
で
育
み
、
日
常
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
行
動
化
で
き
る

確
か
な
学
び
に
し
て
い
く
。

　
「
福
山
1
0
0
Ｎ
Ｅ
Ｎ
教
育
」

が
描
く
未
来
は
、
変
化
の
激
し

い
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ

て
、
ロ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
（
思
い

や
り
・
優
し
さ
・
助
け
合
い
の

心
）
を
胸
に
、福
山
で
、日
本
で
、

世
界
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
る
。
そ
し
て
、
環
境
・
貧
困
・

人
権
・
平
和
・
開
発
等
、
現
代

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
そ
れ

ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
と
協
働
し
て
、

持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
し
て

い
る
。」
と
い
う
も
の
と
お
聞

き
し
た
。

　

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
で
は
、

1
～
3
年
生
、
4
～
6
年
生
に

よ
る
異
年
齢
集
団
を
基
本
単
位

と
し
て
教
育
活
動
を
行
う
。
対

話
、
遊
び
、
仕
事
（
学
習
）、

催
し
（
行
事
や
祝
い
）
の
4
つ

の
活
動
を
基
本
に
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
な
が

ら
自
立
と
共
生
を
学
ぶ
。
教
室

を
「
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
」
と
し

て
捉
え
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
つ
く
る
。
3
学
年
が
1

ク
ラ
ス
で
す
べ
て
の
教
育
活
動

を
異
年
齢
集
団
で
行
っ
て
い

た
。

　

例
え
ば
2
年
生
が
1
年
生
に

勉
強
を
教
え
る
な
ど
、
従
来
の

学
校
と
の
違
い
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
先
生
が
一
方

的
に
教
え
る
わ
け
で
な
く
、
先

生
も
生
徒
か
ら
学
び
成
長
し
て

い
く
素
晴
ら
し
い
学
び
の
特
徴

が
あ
っ
た
。

　

廊
下
に
机
を
置
き
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
学
習
す
る
な
ど
初
め

て
み
る
光
景
だ
っ
た
。

　

4
つ
の
活
動
を
基
本
と
し

て
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
機
械
的
に
時
間
を

区
切
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

の
状
況
に
応
じ
て
活
動
の
時
間

を
延
ば
し
た
り
、
縮
め
た
り
し

な
が
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
た
。

�

文
責
・
田
中
辰
典

議会行政視察研修報告
【岡山県倉敷市・広島県福山市へ視察　11月16日～18日】

▲倉敷市　阿津防災備蓄倉庫

▲福山市　常石ともに学園

11 議会だよりやまがた 第79号
2023年2月1日発行

行
政
視
察
研
修
報
告



議
会
だ
よ
り

や
ま
が
た

79
号

2023
年
2
月
1
日
発
行

■
発

行
：

山
県

市
議

会
　

■
編

集
：

議
会

報
編

集
委

員
会

〒
501-2192 岐

阜
県

山
県

市
高

木
1000

番
地

1
TEL：

0581-22-6840　
　

FA
X

：
0581-22-6852

E-m
ail：

gikai@
city.gifu-yam

agata.lg.jp

  2日㈰ 	�ふるさと栗まつり2022
  3日㈪ 	�第2回岐北衛生施設利用

組合議会定例会
  6日㈭ 	�議会報編集委員会
	� 議員活動適正化特別委

員会
  8日㈯ 	�東環「岐阜山県第一トン

ネル（仮称）」貫通式
17日㈪ 	�第2回岐阜地域児童発達

支援センター組合議会
定例会

18日㈫ 	�議会報編集委員会
19日㈬ 	�第17回全国市議会議長
20日㈭ 	�会研究フォーラム
21日㈮ 	�第298回東海市議会議

長会理事会
24日㈪ 	�議員活動適正化特別委

員会
27日㈭ 	�議会改革及びICT検討

特別委員会
31日㈪ 	�議会運営委員会

  2日㈬ 	�議員協議会
  4日㈮ 	�市戦没者追悼式
	 地方自治連絡協議会
  6日㈰ 	�第20回やまがた社会福

祉大会
  7日㈪ 	�第3回臨時会
  9日㈬ 	�全国市議会議長会第229

回理事会・第113回評議
員会合同会議

	� 中濃十市議会議長会議
員研修会

16日㈬ 	�
17日㈭ 	�行政視察研修
18日㈮ 	�
19日㈯ 	�第10回「家族のきずな」

エッセイ表彰式
24日㈭ 	�議会運営委員会
25日㈮ 	�全員協議会
	� 議員活動適正化特別委

員会
30日㈬ 	�第4回定例会本会議（開

会）

令和 5 年第 1 回（3 月）
議会定例会予定令和 5 年第 1 回定例会（3 月）定例会　本会議の提案説明

と一般質問をチャンネル長良川で放送します。
2月 27日㈪ 本会議（提案説明）

3月   6日㈪ 本会議（質疑）

  9日㈭ 総務産業建設委員会

10日㈮ 厚生文教委員会

13日㈪ 本会議（一般質問）

15日㈬ 本会議（一般質問）

17日㈮ 本会議（委員長報告・質疑・
討論・採決）

【
委
員
長
】	加
藤 

裕
章

【
副
委
員
長
】	操　

 

知
子
【
委　
　

員
】	郷　

 

明
夫

	

奥
田 

真
也

	

田
中 

辰
典

　

寒
さ
厳
し
き
折
柄
、
皆
さ
ま
方
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
12
月

下
旬
に
お
い
て
山
県
市
で
は
70
名
を
超
え
る
市
民
の
感

染
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

基
本
的
な
感
染
予
防
の
対
応
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
会
と
し
て
も
市
執
行
部
と
と
も
に
感
染
予
防
対

策
等
の
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

�

（
文
責　

郷　

明
夫
）

市ホームページ（山県市議会）
にアクセスできます。

3 月 24 日㈮　12 時～ CCN12
3 月 26 日㈰　17 時～ CCN12（サブチャンネル）

  5日㈪ 	�議会運営委員会
  7日㈬ 	�本会議（質疑）
	 議会運営委員会
	 議会報編集委員会
  9日㈮ 	�総務産業建設委員会
10日㈯ 	�市青少年育成推進大会・

ＰＴＡ連合会研究大会
合同大会

12日㈪ 	�厚生文教委員会
	� 議員活動適正化特別委

員会
14日㈬ 	�議会運営委員会
	 本会議（一般質問）
	 議会運営委員会
	 議員協議会
15日㈭ 	�本会議（一般質問）
	 議会運営委員会
19日㈪ 	�議会運営委員会
	� 本会議（委員長報告・

質疑・討論・採決・閉会）

※�会議は、原則午前 10 時から開会します。
※�傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券を受け取り、

入場してください。
※�日程を変更することもありますので、事前に議会事務

局（22-6840）に問い合わせてください。

10月10月
OctoberOctober

11月11月
NovemberNovember

12月12月
DecemberDecember

議会活動日誌

編
集
後
記

編
集
委
員

山県市議会

テレビ放映のお知らせ

議
会
活
動
日
誌
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